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◆庁舎耐震改修事業に要する経費 
２億１，１４６万７千円 

 

平成２４年度に庁舎南館の耐震改修工事を施行して 

いますが、平成２５年度は庁舎北館の耐震改修工事 

を施行するための予算 
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児童福祉総務に要する経費 

◆三石保育園管理運営委託料 
１億２，１５８万１千円 

 

平成２５年４月に新築移転した三石保育園の管理運営
委託料を計上。 

三石保育園の管理運営は指定管理者「万年青（おもと）
友の会」に委託。 
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こども園整備に要する経費 

◆こども園園舎新築工事基本・実施設計監理委
託料 

１，２７０万７千円 

◆埋蔵文化財調査委託料 
２，０００万円 

 
平成２7 年４月開園予定の「橋本こども園」と「（仮称）応其 
こども園」設計委託料と、「橋本こども園」建設用地は埋蔵文
化財の調査が必要なため、埋蔵文化財調査委託料を計上。 

7 



保育所管理運営に要する経費 

◆土地家屋借上料 
３，３２２万３千円 

 

伏原・名古曽保育園の耐震診断の結果、平成２７年度
にこども園への新築移転となったので、移転までの平成
２５年度～２６年度の仮設園舎を設置するための、プレ
ハブ借上料など。 

 [平成２６年度債務負担行為 ５，３００万円] 
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高野口斎場周辺整備に要する経費 

◆集会所新築及び児童公園トイレ等改築事業 
１億２，７６０万１千円 

 

市内にある２箇所の斎場が平成２４年度から高野口斎
場に統合されたことにより、斎場周辺整備の一環として
集会所の新築、及び児童公園トイレ等を改築する経費
を計上。 
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◆農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業費 
２，１４１万６千円 

 

西畑地区の土地改良事業を、平成２４年度から平成２８年度
までの５年間で実施する。 

ほ場整備面積3.9ha、農道整備（幅員４ｍ、延長６２５ｍ）を

施工する予定で、平成２４年度は測量設計委託を実施して
おり、平成２５年度は用地補償と一部工事を施工。 
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◆新技術・地域資源開発補助金 
３００万円 

 

本市のパイル織物は、生地開発（中間財）に取り組んで
きたが、本事業により「パイル織物」を活用した小物・雑
貨製品（最終製品）を製造して直接販売することで、地
域経済強化・地域雇用・投資拡大など、産地の活性化を
図る。 
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企業誘致に要する経費 

◆紀ノ光台Ｓゾーン等整備事業費 
１億４，６５４万５千円 

 

紀ノ光台Ｓゾーンの公園等の整備、法面保護工事及び
Ｇ６街区の進入路工事や妻地内の水路改修工事費を予
算計上。 
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観光振興に要する経費 

◆（仮称）橋本市民祭開催補助金 
１，０００万円 

 

平成２４年度までは、紀の川祭補助金１，０００万円、紀
の川カッパまつり補助金３００万円を計上していたが、 
平成２５年度以降は紀の川祭と紀の川カッパまつりを統
合し、紀の川橋本SUMMER BALLとして開催する予定。 
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高野口斎場周辺整備に要する経費 

◆斎場周辺整備事業 
１，３００万円 

 

斎場が平成２４年度から高野口斎場に統合されたことに
より、斎場周辺整備の一環として斎場周辺の道路整備
経費を計上。 
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緊急防災・減災事業に要する経費 

◆避難路整備事業[市単独事業] 
７，４００万円 

 

避難拠点である学文路中学校への避難路を整備するた
め、緊急防災・減災事業債を活用して、平成２４年度に
引き続き避難路を新設する予算を計上。 
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河川管理に要する経費 

◆大谷川河川修繕等事業[市単独事業] 
２，４１０万円 

 

学文路、南馬場地内を流れる大谷川を５カ年計画で修
繕していくとともに、市内各河川の増水時の浸水対策を
強化するため、排水ポンプ４台を購入する予算を計上。 
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伏原田原線整備に要する経費 

◆伏原田原線整備事業 
１億１，０１０万６千円  

 

国道２４号線と京奈和自動車道側道を結ぶ都市計画街
路伏原田原線の整備する予算を計上。 
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社会資本整備総合交付金に要する経費 

◆御幸辻駅前広場・杉村公園駐車場整備事業 
２億６５４万２千円  

 

国道３７１号バイパスから南海御幸辻駅及び杉村公園
への利便性の向上を図るため、御幸辻駅前広場を整備
するとともに、杉村公園の駐車場を整備する予算を計上。  

 

 

18 



高野口斎場周辺整備に要する経費 

◆高野口斎場周辺整備事業 
８，０７５万６千円 

 

平成２４年度から斎場が高野口斎場に統合されたことに
伴い、斎場周辺整備事業の一環として名古曽児童公園
を整備する予算を計上。 
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災害対策に要する経費 

◆災害対策関係経費 
１，８４７万円 

 
本市の防災対策推進のため、非常食の補充や市の水道水
を活用した備蓄飲料水の確保を図るとともに、啓発冊子等の
印刷や、市内各避難所に設置する防災倉庫に必要な備品を
計画的に整備する。 
 
・備蓄用非常食(２，０００食)       １４２万円 
・防災ハンドブック及び地域防災計画概要版の印刷製本費    ６００万円 
・備蓄用飲料水(１０，０００本）の制作委託料     １０５万円 
・無線機・投光器等、防災倉庫の備品購入費        １，０００万円 
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小学校建設に要する経費 

◆応其小学校特別教室移転事業 
４，０００万円 

 

応其小学校特別教室棟は耐震性に問題があるため、 
小学校本体の空き教室を改修して移転させるための設
計監理委託料及び工事費を予算計上。 
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（仮称）西部公民館建設に要する経費 

◆（仮称）西部公民館建設事業 
６８１万３千円 

 

西部公民館は、昭和４１年３月に旧山田中学校の体育
館を改修し、地区公民館として利用してきたが、老朽化
し狭い状況であるため、平成２６年度新築に向けて手数
料及び設計監理委託料を予算計上。 
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産業文化会館等管理運営に要する経費 

◆産業文化会館改修事業 
１億１，１６７万７千円 

 

産業文化会館の空調設備は設置から２２年が経過して
おり、空調の機能が低下しているため改修を行う。 
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平成２５年５月 

議会報告会 


